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青森県鰺ヶ沢町住民の津波避難意識について 

丸山陽央 

 

１． はじめに 

 青森県鰺ヶ沢町では 1983 年 5 月 26 日 12

時 00分ころ,秋田・青森県境沖約 100km，深さ

14km を震源とするマグニチュード 7.7,最大震

度 5 の日本海中部地震の被害を受けた．それ

に伴う津波の波高は深浦観測所で約 60cm で

あり,漁港で作業していた 3 名の方が津波に巻

き込まれた．ほかの地域では人的被害は出て

いない． 

 青森県鰺ヶ沢町では津波の実質的な被害は

ほとんど出ていないが，多くの住民が避難して

いる． これらの経験を通して,鰺ヶ沢町の住人

の津波に対しての避難意識はどうだったのか,

また日本海中部地震の後，鰺ヶ沢町住民の津

波に対する意識はさらに高まったのかを調査

した．住民に対するアンケート調査結果に基

づいて鰺ヶ沢町の津波防災と住民の避難意識

について考察する． 

 

２． 青森県鰺ヶ沢町の津波対応 

 鰺ヶ沢町では,198３年 5月 26 日の日本海中

部地震当時,屋外の警報機,各家庭におかれ

ている無線機を用いて午後 0 時 14 分津波警

報を発令し,午後０時１５分に避難命令を発令

した(避難命令解除午後 3 時)．当時の全住民

１8,086 名のうち約 4500 名が避難所に避難し

た．鰺ヶ沢町の防災無線システムは当時 12 か

所に屋外拡声子局が設けられており,各家庭

にも屋内用戸別無線機を整備していた．また,

災害時には消防車が避難するように呼びかけ

を行った． 

 また,1983 年日本海中部地震以降,鰺ヶ沢町

では年に一回地震があった 5 月 26 日に合同

避難訓練を毎年行っている． 津波のハザー

ドマップについては２００９年現在まだ作成され

ていない． 

 

3．アンケート調査結果 

 1983 年におこった日本海中部地震をもとに

津波の避難に対する住民の意識について聞

き取り調査を行った．JR 鰺ヶ沢駅周辺の商店

街,赤石漁港付近の商店街を中心に聞き取り

を行った． 

「1983 年の日本海中部地震の時に避難しま

したか」という質問に対し,「避難した」と答えた

人が 86％(18 人),「避難しなかった」と答えた人

聞き取り調査地 

図 1 調査地域 

 

図2 1983年の日本海中部地震の時

に避難しましたか？ 
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が 14％(3 人)という結果になった(図 2)．多くの 人が日本海中部地震の津波発生時には避難

しているが,「実際に津波の被害がなかった」,

「何を持って避難したらいいか考えていた」な

どを理由に避難しなかった住民もいる．また,

家が高台の上にあるなど地形的に津波の被害

が少ないと思われるところに居住している人は

避難しなかった．  

次に，避難した人のうちいつどのタイミング

で避難したのか避難のきっかけについて聞い

た．「避難したタイミングは？」という質問に対し

ては,「(連絡を受けて)した」と答えた人が 78％

(14 人),「連絡が来る前に避難した」と答えた人

が 17％(3 人),「覚えていない」と答えた人が一

人だった(図 4)．

多くの人は避難警報を無線やテレビの津波

警報,消防局の巡回で情報を得て,避難してい

る人が多い．「連絡が来る前に避難した」と答

えた人の中には,「行政の連絡よりも先に町内

会で呼びかけられたから避難した」,「海が引い

て行くのが見えたから」と答えている人もおり,

図 5－1 津波浸水想定区域を知っていますか？ 図 4 避難したタイミングは? 

 

図 3 詳細調査地域 
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行政の連絡より先に自主的に避難した住民も

みられる． 

「津波浸水想定区域図(図 5－2)について知

っていますか」という質問に対しては,24％(5

人)が知っている(見たことがある)と答え,76％

(16 人)が知らないと答えた(図 5－1)．この津波

浸水区域とは青森県が太平洋側では八戸港,

日本海側では深浦港,鰺ヶ沢漁港,岩崎漁港,

大間越漁港を津波浸水危険地域として,津波

のシミュレーション解析を行ったものである．鰺

ヶ沢漁港については,マグニチュード 7.3 クラス

の地震を想定して,津波の浸水区域を想定し

ている． これについて青森県が津波の浸水

区域について公開していることを知っている人

は少なかった． 

「1983 年日本海中部地震以降に行われて

いる避難訓練に参加したことがありますか」と

いう質問に対しては,33％(7 人)の人が「参加し

たことがある」,67％(14 人)が「したことがない」と

答えた(図 6)．避難訓練自体は聞き取り調査し

た人たち全員が認知していたが，参加したこと

がある人は少なかった.「参加したことがある」と

答えた人の中でも「2回くらい出たことがある」と

答えた人もいて,仕事などの都合で現在はあま

り出られていない人が多い．鰺ヶ沢町では参

加者が減っているので避難訓練のやり方を変

えて,町内会での自主防災組織での訓練に変

更しようと考えている． 

 「日本海側には津波は来ないという言い伝え

を知っていますか」という質問に対し,45％(5

人)は「知っている」と答え,55％(6 人)は「知らな

い」と答えた(図 7)．「知っている」と答えた人は

「あまり日本海では津波と聞かない」,「親から

聞いたことがある」など言い伝えとして残ってい

図 5－2  青森県津波浸水予想図 鰺ヶ沢漁港(青森県 1995 年を一部修正・加筆) 
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たり,感覚的に日本海側には津波がこないと感

じている人もみられる. 

「1993 年北海道南西沖地震の時に避難しま

したか」という質問に対し,「避難していない」と

答えた人が 60％(6 人),「警報は聞いたが避難

していない」40％(4 人)であった(図 8)．避難し

たと答えた人は 0 人であった．1983 年日本海

中部地震ではほとんどの人が避難している一

方,このときに被害がほとんどなかったため津

波に対する避難意識が低下した結果と考えら

れる． 

「地震が来たら津波を想起しますか」という

質問に対し,40％(4 人)の人が「する」と答

え,60％(6人)の人が「そういった感覚はない」と

答えた(図 9)．日本海中部地震の時に津波で

の被害があまりなかったため地震が来ても津

波の心配はないといった感覚を持っていると

考えられる． 

図 10 は「1983 年で避難する時に，どうやっ

て避難しましたか」という質問に対し,「自動車・

バイク」と答えた人が 50％(5 人),「徒歩」と答え

た人が50％(５人)と答えた(図 10－1)．また,「な

ぜその道を通ったのですか」という質問に対し,

「安全だと思った」と答えた人が 60％(6 人),「と

にかく高台へ上がろうと考えた」と答えた．40％

(4 人)と答えた(図 10－2)． 

 

４．考察 

 「1983 年の日本海中部地震の時に避難し

ましたか」（図 2）という問いに対して多く

の住民が「避難した」と答えている．しか

し，1983 年の日本海中部地震時に実際の被

害がなかったということが 1993 年の北海

道南西沖地震時に避難しなかった人の割合

が多くなったことにつながっている可能性

が考えられる．しかし，津波浸水想定区域

図では多くの場所の浸水が想起されており，

1983 年・1993 年共にたまたま被害がなか

ったといえる．今後津波浸水想定区域図を

普及することで，臨海部では危ないという

危機意識を住民に持たせることが重要にな

ってくる． 

1983 年の津波時に「行政からの警報や無

線の連絡を受けてから避難しましたか」（図

4）という問いから，連絡が来る前に避難し

たと答えた人は，聞き取った人数の 17％（3

人）の割合であった．このように避難警報

や指示が出る前に避難できることはかなり

危機意識が高いことを表している．割合と

図 7 日本海側には津波は来ないという言 

い伝えを知っていますか?  

 

図 6 1983 年日本海中部地震以降に行われてい

る避難訓練に参加したことがありますか? 

参加 

参加したことが 
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しては高くないがこのような人が増え

ることで町全体の津波に対する意識が

高まりより素早い避難が行えると考え

る． 

「津波浸水想定区域(図 5－2)について

知っていますか」（図 5－1）という質問

には聞き取った人数の 76％(16 人)の人

が知らないと答えた． 

多くの人が青森県庁が公開している情

報を知らないということがわかる．また

鰺ヶ沢町では，土砂災害についてのハザー

ドマップは作られ，配布されているが，津

波ハザードマップについてはまだ作られて

いない．津波のハザードマップの早急な作

成が必要であり，住民が津波に対してどこ

が危ないのかどうすればよいのかなどの意

識を持てるのではないかと考える． 

「1983 年日本海中部地震以降に行われて

いる避難訓練に参加したことがあります

か」（図 6）という質問では聞き取りした人

のうち 67％の人が参加したことがないと

答えた．これは仕事などの都合で参加でき

なかったり続けて参加することが困難だっ

たりするため，年々参加者が減少し，それ

が津波に対しての意識の低下つながってい

る 

と考えられる．若い世代にも地震や津波災

害の危機感を伝えていくためには，世代に

関係なく多くの人が参加することが大切で

ある． 

JR 鰺ヶ沢駅付近で聞き取り調査した住民の

図 8 1993年北海道南西沖地震の

時避難しましたか? 

避難 

避難 

図 9 地震が来たら津波を想起しますか? 

想起 

 

図 10－2 なぜその道を通ったのですか？ 

図 10－1 1983 年日本海中部地震の時

にどうやって避難しました

か? 
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避難時の移動手段を尋ねたところ,自動車バ

イクと答える人が多かった．しかし,赤石漁港

付近で商店街をやっている人は,徒歩で避難

している人が多かった(図 11)．これは,赤石漁

港付近の商店街のほうが避難場所の高台に

近く,すぐ避難できるためではないかと考えら

れる．両地区とも速く移動できる手段を考え

避難していると考えられる． 

地震＝津波といった意識が海に近い赤石

漁港付近の商店街のほうが高い(図 12)．この

ような意識の違いはより海岸に近いほうが津

波のイメージが強くあり，地震＝津波という意

識があるからだと考えられる．これを想起する

ことにより漁港付近の住民はほとんど全員が避

難することができたことにつながる． 

 また,どちらの地区も1983年の日本海中部地

震の時に多くの住民が避難したが 1993 年北

海道沖南西地震の時には避難した住民はい

なかった．これは,日本海中部地震の時に津波

による被害がなかったため,住民は日本海中部

地震の教訓が北海道南西沖地震時に活かさ

れなかったと考えられる．住民の避難意識の

中に 1983 年日本海中部地震での被害がなか

ったことが経験となりそれが行動を邪魔してい

るように考えることができる． 

 

5．まとめ 

 青森県鰺ヶ沢町では 1983 年日本海中部地

震での津波被害を避けるために多くの人が避

難所へ避難した．避難した赤石漁港付近に住

む住民は高台が近かったため「徒歩でとにかく

高台へ避難」と考え避難し,鰺ヶ沢駅周辺の住

民は車やバイクを使用して避難所に向かった

ことが分かる．少しでも早く安全なところに避難

しようとする意識が強いことが表れている． 

 漁港付近の商店街の住民のほうが地震＝津 

 

波と想起する住民が多かった．これはより海岸

付近のほうが津波に対するイメージが強いた

め，住民が早く避難できたことにつながる． 

 鰺ヶ沢駅周辺の住民は津波浸水区域のマッ

プについて知っている人が漁港付近の住民よ

り多い．どちらの地区も日本海中部地震の経

験が北海道南西沖地震の避難率に影響を与

えていると考えることができる． 

 鰺ヶ沢駅付近の住民は津波に対して津波の

浸水区域マップなど行政からの指示には対応

でき,漁港付近に住む住民は,海を見ることなど

感覚により避難意識を高めている．しかし,両

地区とも日本海中部地震での被害の少なさか

ら自分たちの居住地は津波の被害にあわない

と思い込んでいるため北海道南西沖地震時に

図 11 地域による移動手段の比較 

図 12 地域による地震＝津波の意識の比較 
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は避難しなかったと考えられる．  
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